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し
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弁
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を
送
付
す
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衆
議
院
議
員
階
猛
君
提
出
「
組
織
的
犯
罪
集
団
」
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
の
�
か
ら
�
ま
で
に
つ
い
て

あ
る
集
団
が
お
尋
ね
の
「
組
織
的
犯
罪
集
団
」
に
当
た
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
個
別
具
体
的
な
事
実
関
係
の
下
で
、
当

該
集
団
が
「
共
同
の
目
的
を
有
す
る
多
数
人
の
継
続
的
結
合
体
で
あ
っ
て
、
そ
の
目
的
又
は
意
思
を
実
現
す
る
行
為
の
全
部

又
は
一
部
が
組
織
に
よ
り
反
復
し
て
行
わ
れ
る
も
の
」
で
あ
っ
て
「
そ
の
結
合
関
係
の
基
礎
と
し
て
の
共
同
の
目
的
」
が
今

国
会
に
提
出
し
て
い
る
組
織
的
な
犯
罪
の
処
罰
及
び
犯
罪
収
益
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に

よ
る
改
正
後
の
組
織
的
な
犯
罪
の
処
罰
及
び
犯
罪
収
益
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
十
六
号
。
以

下
「
改
正
後
組
織
的
犯
罪
処
罰
法
」
と
い
う
。
）
別
表
第
三
に
掲
げ
る
罪
を
実
行
す
る
こ
と
に
あ
る
も
の
に
該
当
す
る
か
否

か
に
よ
り
決
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

一
の
�
に
つ
い
て

改
正
後
組
織
的
犯
罪
処
罰
法
第
六
条
の
二
第
一
項
の
罪
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
「
組
織
的
犯
罪
集
団
」
の
「
団
体
の
活

動
と
し
て
」
行
わ
れ
る
行
為
の
遂
行
を
計
画
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
含
め
、
同
罪
に
つ
い
て
の
故
意
、
す
な
わ
ち
刑
法

（
明
治
四
十
年
法
律
第
四
十
五
号
）
第
三
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
「
罪
を
犯
す
意
思
」
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

一



二
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
改
正
後
組
織
的
犯
罪
処
罰
法
第
六
条
の
二
第
二
項
の
罪

が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
個
別
具
体
的
な
事
実
関
係
の
下
で
、
同
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
罪
に
当
た
る
行
為
で
、
「
組
織

的
犯
罪
集
団
に
不
正
権
益
を
得
さ
せ
、
又
は
・
・
・
組
織
的
犯
罪
集
団
の
不
正
権
益
を
維
持
し
、
若
し
く
は
拡
大
す
る
目
的

で
行
わ
れ
る
も
の
」
を
「
二
人
以
上
で
計
画
」
し
た
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

二


